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Ⅰ．本資料の目的 

1. 本資料は、2026年 3月 24日に、Video conference callにて開催される予定である、サ

ステナビリティ基準アドバイザリー・フォーラム（以下「SSAF」という。）会議への対応

に関して、現時点の状況をお伝えすることを目的としている。 

Ⅱ．SSAF について 

2. SSAF は、12～16 名のメンバーから構成され、国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）

に技術的な助言を行うことを目的としている。初期メンバーは次のとおりである。2026

年から 2029年の SSAFメンバーについては、現在 IFRS 財団において選任プロセスが進行

中であり、サステナビリティ基準委員会（以下「SSBJ」という。）も応募している。 

地域 地域枠 メンバー 

アフリカ 1  パン・アフリカ会計士連盟（PAFA） 

 

アメリカ大陸 4 

世界全体枠
1「1」を含

む 

 ブラジルサステナビリティ報告委員会（CBPS） 

 カナダサステナビリティ基準審議会（CSSB） 

 ラテンアメリカ会計基準設定主体グループ

（GLASS） 

 メキシコ財務報告基準審議会（CINIF） 

アジア・ 

オセアニア 

5 

世界全体枠

「2」を含

む 

 サステナビリティ基準委員会（SSBJ） 

 中国財政部会計司（MOF-ARD） 

 韓国会計研究院（KAI）及び金融委員会（FSC） 

 インド勅許会計士協会（ICAI） 

 サウジ勅許職業会計士協会（SOCPA） 

欧州 3  エフラグ（EFRAG） 

 スイス連邦財務省（SIF） 

 英国財務報告評議会（FRC） 

オブザーバー －  米国証券取引委員会（US SEC） 

 欧州委員会（EC） 

 証券監督者国際機構（IOSCO） 

 グローバル・レポーティング・イニシアティブ

（GRI） 

 
1 「世界全体枠」とは、全体的な地理的バランスを保つことを条件に、国際的な組織を含む世界のあら

ゆる地域から任命される最大 6 のメンバーである。現在、アメリカ大陸、アジア・オセアニアに割り当

てられている。 
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Ⅲ．アジェンダ  

3. 2026 年 3 月 3 日現在、アジェンダは公表されておらず、審議資料も公表されていない。

委員会開催日までに、SSBJ がメンバーとして再任され、アジェンダや審議資料が公表さ

れた場合には、当日、ご紹介し、可能な限り、発言案等の対応についてもご審議いただき

たいと考えているが、時間的に間に合わないものについては、サステナビリティ基準委

員会事務局に対応をご一任いただきたい。 

4. 会議開催後、次回以降のサステナビリティ基準委員会にて、会議概要をご報告すること

を予定している。 

ディスカッション・ポイント 

本資料の説明について、ご質問があればいただきたい。 

以 上 
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